
－41－ 

  

懐
徳
堂
記
念
祭
に
お
け
る
儒
礼 

  

竹 

田 

健 

二 

  
 
 

は
じ
め
に 

  

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
五
日
、
懐
徳
堂
記
念
会
は
、

大
阪
中
之
島
の
大
阪
公
会
堂
に
お
い
て
懐
徳
堂
記
念
祭
を
挙
行
し

た
。
同
会
が
後
に
出
版
し
た
そ
の
活
動
報
告
書
『
懐
徳
堂
記
念
会

会
務
報
告
』
に
は
、
「
祭
典
は
儒
禮
を
用
ふ
」
（
第
三
章
祭
典
）

と
、
こ
の
祭
典
は
儒
礼
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
と
明
記
さ
れ
て

い
る
（
１
）

。 

 

も
っ
と
も
、
祭
典
に
儒
礼
が
採
用
さ
れ
た
経
緯
や
理
由
に
つ
い

て
は
、
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
の
中
に
も
、
ま
た
懐
徳
堂

記
念
会
が
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
財
団
法
人
化
し
て
財
団
法

人
懐
徳
堂
記
念
会
と
な
っ
た
後
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に

出
版
し
た
『
懐
徳
堂
要
覧
』
等
に
も
、
ま
っ
た
く
説
明
が
な
い
。

加
え
て
、
儒
礼
と
さ
れ
る
懐
徳
堂
記
念
祭
の
儀
礼
の
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。 

 

そ
こ
で
小
論
で
は
、
明
治
末
か
ら
盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
懐
徳

堂
顕
彰
運
動
の
発
端
と
な
っ
た
懐
徳
堂
記
念
祭
が
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
を
経
て
儒
礼
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

そ
し
て
ま
た
儒
礼
と
さ
れ
る
そ
の
儀
礼
の
具
体
的
な
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
中
心
に
、
財
団
法
人
懐

徳
堂
記
念
会
に
保
存
さ
れ
て
い
な
が
ら
従
来
注
目
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
資
料
を
活
用
し
つ
つ
、
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。 

  
 
 

一 

儒
礼
採
用
の
経
緯 

  

本
章
で
は
、
懐
徳
堂
記
念
祭
が
儒
礼
に
よ
り
挙
行
さ
れ
る
に
至

っ
た
経
緯
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

 
周
知
の
通
り
、
懐
徳
堂
記
念
祭
挙
行
の
直
接
の
発
端
は
、
明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
、
大
阪
人

文
会
第
二
次
例
会
に
お
け
る
西
村
天
囚
の
講
演
で
あ
る
。
「
懐
徳

堂
研
究
其
の
一 
五
井
蘭
洲
」
と
題
す
る
こ
の
講
演
の
終
了
後
、
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「
懷
德
堂
師
儒
諸
先
生
の
爲
に
公
祭
を
擧
行
す
べ
し
と
の
議
」

（
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
第
一
章
創
立
（
一
）
発
端
）
が

全
会
一
致
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ
た
。
こ
の
議
決
が
後
に
懐
徳
堂
記

念
会
に
よ
る
懐
徳
堂
記
念
祭
の
挙
行
へ
と
結
び
付
く
こ
と
に
な
る
。 

 

大
阪
人
文
会
は
、
当
時
大
阪
府
立
図
書
館
長
で
あ
っ
た
今
井
貫

一
を
中
心
と
し
て
、
大
阪
に
関
わ
る
人
文
学
の
研
究
に
取
り
組
ん

だ
団
体
で
あ
り
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
八
月
に
在
阪
の

有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
大
阪
人
文
会
は
懐
徳
堂
記
念
会
が

発
足
す
る
ま
で
の
間
、
隔
月
に
開
催
す
る
例
会
で
の
協
議
を
中
心

と
し
て
、
懐
徳
堂
記
念
祭
の
準
備
を
精
力
的
に
進
め
て
い
っ
た

（
２
）

。 

 

懐
徳
堂
記
念
祭
が
儒
礼
に
よ
り
挙
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
阪
人

文
会
が
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
三
月
二
十
二
日
に
開
催
し

た
第
三
次
例
会
に
お
い
て
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
財
団

法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
保
存
さ
れ
て
い
た
「
懐
徳
堂
記
念
会
記

録
」
の
以
下
の
記
述
よ
り
確
認
で
き
る
（
３
）

。 

  
 

三
月
廿
二
日
大
阪
人
文
會
第
三
次
例
會
ニ
於
テ
明
年
某
月
ヲ

以
テ
擧
行
ス
ベ
キ
懐
徳
堂
記
念
祭
ノ
準
備
ト
シ
テ
決
議
セ
ル

条

如
左 

 
 
 

一 

祭
典
ハ
儒
礼
ニ
ヨ
ル
コ
ト 

 
 
 

一 

碩
學
鴻
儒
ヲ
聘
シ
テ
二
日
間
學
術
講
演
會
ヲ
開
ク
コ

ト 

 
 
 

一 

懐
徳
堂
諸
先
哲
ノ
遺
著
、
遺
墨
、
遺
物
展
覽
会
ヲ
開

ク
コ
ト 

 
 
 

一 

懐
徳
堂
諸
先
哲
ノ
遺
著
ヲ
編
纂
シ
記
念
出
版
ヲ
行
フ

コ
ト 

 
 
 

一 

規
則
案
ヲ
草
シ
第
四
次
例
會
ニ
於
テ
協
議
ス
ル
コ
ト 

  

大
阪
人
文
会
は
一
月
の
第
二
次
例
会
に
お
い
て
、
明
治
四
十
四

年
に
懐
徳
堂
記
念
祭
を
挙
行
す
る
と
い
う
こ
と
を
決
議
し
た
が
、

そ
の
具
体
的
な
日
程
を
決
め
る
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
二
ヵ

月
後
の
第
三
次
例
会
で
も
日
程
は
未
定
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
祭

典
を
儒
礼
に
よ
っ
て
執
り
行
う
こ
と
、
記
念
祭
に
併
せ
て
二
日
間

の
学
術
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
懐
徳
堂
の
諸
先
生
の
遺
著
や

遺
墨
・
遺
物
な
ど
を
展
示
す
る
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
更
に

遺
著
を
編
纂
し
て
記
念
出
版
を
行
う
こ
と
を
決
議
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
議
決
さ
れ
た
事
業
は
、
す
べ
て
後
に
懐
徳
堂
記
念
会
の
事

業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
。
懐
徳
堂
記
念
会
が
発
足
す
る
の
は
明
治

四
十
三
年
九
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
活
動
の
枠
組

み
は
、
半
年
前
の
大
阪
人
文
会
第
三
次
例
会
に
お
い
て
既
に
設
定

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

も
っ
と
も
、
大
阪
人
文
会
が
何
故
記
念
祭
を
儒
礼
で
行
う
こ
と

と
し
た
の
か
、
ま
た
そ
の
こ
と
を
議
決
す
る
に
当
た
っ
て
ど
の
よ

う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
「
懐
徳
堂
記
念
会
記

録
」
も
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
懐
徳
堂
の
諸
学
者

を
祭
る
祭
典
の
挙
行
は
、
則
る
べ
き
先
例
が
ま
っ
た
く
無
い
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
祭
典
を
ど
の
よ
う
な
儀
礼
を
も

っ
て
執
り
行
う
の
か
は
、
大
阪
人
文
会
内
部
で
何
が
し
か
議
論
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
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但
し
、
第
三
次
例
会
の
開
催
は
第
二
次
例
会
の
わ
ず
か
二
ヵ
月

後
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
間
に
大
阪
人
文
会
会
員
が
祭
典
に
関
し
て

協
議
す
る
場
が
設
け
ら
れ
た
形
跡
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な

い
。
こ
の
た
め
、
第
三
次
例
会
の
議
決
が
、
懐
徳
堂
記
念
祭
の

「
儒
礼
」
の
具
体
的
な
内
容
等
に
関
し
て
詳
細
に
検
討
し
、
そ
の

結
果
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、
低
い
と

見
ら
れ
る
。 

 

以
下
は
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
第
三
次
例
会
に
お
い
て
「
祭
典

ハ
儒
礼
ニ
ヨ
ル
」
と
定
め
ら
れ
た
の
は
、
懐
徳
堂
は
そ
も
そ
も
儒

学
の
学
校
で
あ
り
、
儒
学
の
先
生
の
た
め
の
祭
典
で
あ
る
か
ら
に

は
、
仏
教
や
神
道
な
ど
の
形
式
は
相
応
し
く
な
い
と
の
、
比
較
的

単
純
な
判
断
か
ら
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
阪
人
文
会

第
三
次
例
会
が
開
催
さ
れ
る
三
年
前
、
東
京
の
湯
島
聖
堂
に
お
い

て
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
を
祭
る
釈
奠
が
復
活
し
て
い
る
こ
と
も
、

大
阪
人
文
会
が
懐
徳
堂
記
念
祭
を
儒
礼
に
よ
っ
て
執
り
行
お
う
と

考
え
た
こ
と
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

湯
島
聖
堂
に
お
け
る
釈
奠
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
以
降
、

幕
末
ま
で
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
明
治
維
新
後
断
絶

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
に
、

孔
子
祭
典
会
に
よ
っ
て
再
び
挙
行
さ
れ
た
（
４
）

。
こ
の
湯
島
聖
堂

に
お
け
る
釈
奠
の
復
活
は
、
明
治
の
末
か
ら
の
儒
教
振
興
の
風
潮

を
象
徴
す
る
出
来
事
の
一
つ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
阪

人
文
会
関
係
者
が
そ
の
動
き
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に

考
え
ら
れ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
懐
徳
堂
記
念
祭
は
釈
奠
で
は
な
い
。
ま
た
、
湯
島

聖
堂
は
江
戸
時
代
か
ら
の
建
物
が
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
た
の

に
対
し
て
、
江
戸
時
代
の
懐
徳
堂
の
建
物
は
こ
の
時
既
に
失
わ
れ

て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
祭
典
の
性
格
に
は
異
な
る
と
こ

ろ
が
少
な
く
な
い
が
、
大
坂
学
問
所
・
懐
徳
堂
は
、
中
井
竹
山
・

履
軒
の
時
代
に
昌
平
坂
学
問
所
を
も
凌
ぐ
勢
い
を
有
し
て
い
た
と

さ
れ
る
。
そ
こ
で
大
阪
人
文
会
は
、
湯
島
聖
堂
に
お
い
て
釈
奠
が

復
活
し
た
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
、
懐
徳
堂
記
念
祭
を
湯
島
聖
堂

の
釈
奠
と
同
様
に
儒
礼
に
よ
っ
て
挙
行
し
よ
う
と
し
た
と
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
５
）

。 

 

以
上
本
章
で
は
、
懐
徳
堂
記
念
祭
が
儒
礼
で
挙
行
さ
れ
る
に
至

っ
た
経
緯
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
次
章
で
は
、
そ
の
懐
徳
堂
記
念

祭
に
お
け
る
儒
礼
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

  
 
 

二 

懐
徳
堂
記
念
祭
に
お
け
る
儒
礼
の
内
容 

  

懐
徳
堂
記
念
祭
の
「
儒
礼
」
に
つ
い
て
、
『
懐
徳
堂
記
念
会
会

務
報
告
』
に
は
、
「
其
細
節
は
釋
奠
及
び
先
儒
の
所
定
に
稽
へ
て

大
體
を
酌
定
し
、
猶
拘
古
奇
異
の
觀
を
避
け
ん
が
爲
め
、
舗
設
服

飾
等
近
世
若
く
は
今
代
の
禮
俗
に
從
へ
る
も
の
尠
か
ら
ず
」
と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
踏
襲
す
べ
き
先
例
が
無
か
っ
た
懐

徳
堂
記
念
祭
の
儀
礼
は
、
釈
奠
の
儀
礼
な
ど
を
参
考
に
し
て
そ
の

概
略
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
「
近
世
若
く
は
今

代
の
禮
俗
に
從
へ
る
も
の
尠
か
ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、
そ
の
儀
礼
が
基
本
的
に
は
挙
行
に
際
し
て
新
た
に
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
懐
徳
堂
記
念
会
自
身
も
認
識
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し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
懐
徳
堂
記
念
祭
の
儀
礼
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
内
容
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報

告
』
の
記
述
と
当
時
の
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
述
と
に
基
づ
い
て
、

施
設
の
設
営
と
儀
式
の
次
第
と
に
分
け
て
見
て
み
よ
う
。 

 

先
ず
施
設
で
あ
る
が
、
懐
徳
堂
記
念
祭
を
行
う
施
設
に
は
大
阪

公
会
堂
が
選
ば
れ
た
。
大
阪
公
会
堂
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九

〇
三
）
三
月
、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
協
賛
会
の
事
業
の
一
環

と
し
て
建
設
さ
れ
た
、
洋
風
の
木
造
二
階
建
て
の
建
物
で
あ
る
。

先
に
も
触
れ
た
通
り
、
明
治
四
十
四
年
に
は
、
江
戸
時
代
の
懐
徳

堂
の
建
物
は
既
に
残

っ
て
お
ら
ず
、
懐
徳

堂
に
ち
な
む
施
設
で

の
挙
行
は
不
可
能
で

あ
っ
た
。
ま
た
懐
徳

堂
記
念
会
の
最
終
的

な
会
員
数
は
、
名
誉

会
員
は
十
四
名
、
特

別
会
員
は
六
百
二
十

二
名
、
普
通
会
員
は

千
三
百
七
十
名
に
及

ん
だ
。
こ
の
た
め
、

お
そ
ら
く
当
時
大
阪

で
最
も
収
容
人
数
の

多
い
施
設
で
あ
っ
た

と
見
ら
れ
る
中
之
島
公
会
堂
が
会
場
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う

（
６
）

。 

 

明
治
四
十
四
年
十
月
五
日
付
の
大
阪
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た

写
真
（
写
真
１
）
に
よ
れ
ば
、
会
場
と
な
っ
た
大
阪
市
公
会
堂
の

敷
地
の
外
壁
や
会
場
の
建
物
内
に
は
、
懐
徳
堂
の
瓦
当
の
紋
様
を

染
め
た
幔
幕
が
張
り
巡
ら
さ
れ
た
。
ま
た
門
と
玄
関
と
の
前
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
対
に
な
っ
た
台
提
灯
が
据
え
ら
れ
、
更
に
門
前
の
提
灯

の
手
前
に
盛
砂
、
そ
し
て
門
に
向
か
っ
て
左
手
に
は
式
の
次
第
を

記
し
た
高
札
、
右
手
に
は
車
馬
の
乗
り
入
れ
を
禁
ず
る
「
下
乗
」

の
高
札
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
設
営
は
、
全
体
と
し
て
か
な

り
日
本
風
で
あ
る
。
同
日
付
の
大
阪
朝
日
新
聞
の
記
事
に
も
、

「
何
事
に
も
刻
々
に
欧
風
化
し
つ
つ
あ
る
大
阪
に
滅
多
に
見
る
能

わ
ざ
る
純
日
本
式
の
昔
を
偲
ぶ
典
雅
限
り
な
き
懐
徳
堂
記
念
大

祭
」
と
、
日
本
式
の
典
雅
な
祭
典
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

儒
礼
と
は
い
え
、
決
し
て
中
国
式
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

公
会
堂
の
建
物
の
中
は
、
公
会
堂
の
奥
中
央
に
南
面
す
る
形
で

祭
壇
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
場
内
の
座
席
は
、
遺
族
及
び
門
故

老
席
、
来
賓
席
、
役
員
席
、
会
員
席
、
一
般
参
拝
人
席
に
区
画
さ

れ
て
い
た
。 

 

祭
壇
上
に
は
神
壇
が
設
け
ら
れ
た
。
神
壇
は
檜
で
作
ら
れ
、
高

さ
一
尺
（
約
三
〇
セ
ン
チ
）
、
幅
一
間
（
約
一
．
八
メ
ー
ト
ル
）
、

奥
行
き
二
尺
五
寸
（
約
七
五
セ
ン
チ
）
で
あ
る
。
神
壇
の
上
面
は

白
布
で
覆
わ
れ
、
そ
の
上
に
後
述
す
る
神
位
が
据
え
ら
れ
た
。
神

壇
の
背
面
に
は
金
屏
風
が
立
て
ら
れ
、
ま
た
祭
壇
の
上
方
に
、
懐

徳
堂
の
初
代
学
主
・
三
宅
石
庵
の
手
に
な
る
「
懐
徳
堂
」
の
扁
額

写真１ 懐徳堂記念祭会場 
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が
掛
け
ら
れ
た
。 

 

続
い
て
、
懐
徳
堂
記
念
祭
の
次
第
を
見
て
み
よ
う
。 

 
祭
典
は
、
明
治
四
十
四
年
十
月
五
日
午
前
九
時
に
始
ま
っ
た
。

か
つ
て
懐
徳
堂
で
用
い
ら
れ
て
い
た
木
司
令
を
用
い
て
第
一
令
が

打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
と
、
場
内
に
参
集
し
た
参
会
者
一
同
は
着
席
し

た
。
第
二
令
に
よ
っ
て
雅
楽
の
演
奏
が
始
ま
り
、
懐
徳
堂
の
旧
門

人
で
あ
る
木
積
一
路
と
藤
鹿
之
助
と
が
前
に
進
み
出
た
（
７
）

。
祭

典
の
開
始
ま
で
、
祭
壇
上
の
神
壇
は
、
上
か
ら
垂
ら
さ
れ
た
帷
帳

に
よ
っ
て
場
内
か
ら
は
見
え
な
か
っ
た
が
、
二
人
が
帷
帳
を
静
か

に
引
き
上
げ
る
と
、
神
壇
と
そ
の
上
に
据
え
ら
れ
た
神
位
が
姿
を

現
し
た
。
神
位
は
檜
で
作
ら
れ
て
お
り
、
高
さ
四
尺
（
約
一
二
〇

セ
ン
チ
）
、
幅
二
尺
五
寸
（
約
七
五
セ
ン
チ
）
、
厚
さ
一
尺
（
約

三
〇
セ
ン
チ
）
で
あ
っ
た
。
神
位
の
中
央
に
は
「
懐
徳
堂
師
儒
諸

先
生
之
霊
」
と
墨
書
さ
れ
、
両
側
に
三
宅
石
庵
以
下
懐
徳
堂
ゆ
か

り
の
学
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
（
８
）

。
懐
徳
堂
記
念
祭
当
日
の

大
阪
朝
日
新
聞
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
懐
徳
堂
学
主
を
代
々

勤
め
た
中
井
家
の
子
孫
・
中
井
木
菟
麻
呂
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
神
位
が
姿
を
現
す
と
、
参
会
者
一
同
は
起
立
し
て
拝
礼
し
、

続
い
て
献
饌
が
行
わ
れ
た
。 

 

第
三
令
の
後
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
会
頭
で
あ
る
住
友
吉
左
衛
門

が
祭
文
を
朗
読
し
た
（
写
真
２
）
。
住
友
吉
左
衛
門
に
続
い
て
、

遺
族
総
代
の
中
井
木
菟
麻
呂
、
文
部
大
臣
・
長
谷
場
純
孝
の
代
理

で
あ
る
文
部
参
事
官
の
黒
澤
久
次
、
大
阪
府
知
事
の
犬
塚
勝
太
郎
、

大
阪
市
長
の
植
村
俊
平
が
祭
文
を
朗
読
し
た
。 

 

第
四
令
と
共
に
再
び
雅
楽
が
演
奏
さ
れ
、
そ
の
中
を
山
階
宮
の

使
者
を
先
頭
に
、

主
な
参
会
者
が
拝

礼
を
行
っ
た
（
９
）

。

そ
の
順
序
は
、
祭

文
を
朗
読
し
た
住

友
吉
左
衛
門
、
中

井
木
菟
麻
呂
、
黒

澤
久
次
、
犬
塚
勝

太
郎
、
植
村
俊
平
、

そ
し
て
懐
徳
堂
記

念
会
名
誉
会
員
総

代
と
し
て
菊
池
大

麓
、
記
念
講
演
会

講
師
総
代
と
し
て

星
野
恒
、
武
官
総
代
と
し
て
第
四
師
団
長
の
一
戸
兵
衛
、
文
官
総

代
と
し
て
大
阪
控
訴
院
長
の
古
荘
一
雄
、
懐
徳
堂
記
念
会
副
会
頭

の
小
山
健
三
、
門
人
総
代
と
し
て
伊
藤
介
夫
、
懐
徳
堂
記
念
会
委

員
総
代
と
し
て
西
村
時
彦
（
天
囚
）
で
あ
る
。 

 

拝
礼
の
終
了
と
と
も
に
第
五
令
が
あ
り
、
懐
徳
堂
記
念
会
会
頭

の
住
友
吉
左
衛
門
が
祭
壇
の
右
側
に
立
ち
、
参
会
者
に
向
け
て
挨

拶
を
述
べ
、
続
い
て
懐
徳
堂
記
念
会
委
員
長
西
村
時
彦
が
、
懐
徳

堂
記
念
会
の
活
動
経
過
の
報
告
を
行
っ
た
。
そ
の
後
第
六
令
が
鳴

る
と
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
会
員
が
順
次
拝
礼
を
行
っ
た
。
こ
れ
を

も
っ
て
懐
徳
堂
記
念
祭
の
式
典
は
終
了
し
、
正
午
に
参
会
者
一
同

は
退
場
し
た
。 

写真２ 

（明治四十四年十月六日付大阪朝日新聞） 
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以
上
、
懐
徳
堂
記
念
祭
の
会
場
設
営
及
び
儀
礼
の
内
容
を
確
認

し
た
。
注
目
さ
れ
る
点
は
、
洋
風
建
築
で
あ
る
中
之
島
公
会
堂
に
、

幔
幕
・
提
灯
・
高
札
と
い
っ
た
設
営
が
な
さ
れ
、
全
体
と
し
て

「
純
日
本
式
」
と
ま
で
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
日
本
風
な
儀
礼
で
あ
っ

た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
設
営
や
儀
礼
か
ら
は
、
懐
徳
堂

記
念
会
が
中
国
的
な
も
の
を
志
向
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
日

本
に
お
け
る
伝
統
的
な
風
習
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
有
し
て
い
た
こ

と
が
よ
く
窺
え
る
。
ま
た
、
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
に
よ

れ
ば
、
懐
徳
堂
記
念
会
に
は
「
拘
古
奇
異
の
觀
を
避
け
ん
」
と
の

意
識
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
伝
統
を
尊
重
は
す
る
と
は
い
っ

て
も
、
復
古
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
懐
徳
堂
記
念
会

は
、
近
代
日
本
に
適
し
た
、
新
し
い
日
本
に
お
け
る
儒
礼
の
創
設

を
目
指
し
て
い
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
（

１０
）

。 

 

こ
の
新
た
に
作
ら
れ
た
儀
礼
全
体
が
儒
礼
に
よ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
た
の
は
、
祭
壇
上
に
神
位
が
据
え
ら
れ
、

そ
れ
に
向
け
て
祭
文
朗
読
や
拝
礼
、
献
饌
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ

っ
た
。
神
位
に
対
す
る
祭
文
朗
読
や
拝
礼
・
献
饌
こ
そ
、
懐
徳
堂

記
念
祭
に
お
け
る
儀
礼
の
根
幹
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（

１1
）

。 

 

以
上
本
章
で
は
、
懐
徳
堂
記
念
祭
に
お
け
る
儒
礼
の
具
体
的
な

内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
懐
徳
堂
記
念
祭
が
こ
う
し
た
儒
礼
の

形
式
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
当
然
懐
徳
堂
記
念
祭
そ
の
も
の
の
目

的
と
関
係
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
懐
徳
堂

記
念
祭
の
挙
行
自
体
の
目
的
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

  

 
 
 

三 

懐
徳
堂
記
念
祭
の
目
的
と
儒
礼 

  

懐
徳
堂
記
念
会
が
懐
徳
堂
記
念
祭
挙
行
の
目
的
に
つ
い
て
公
的

に
表
明
し
た
最
初
の
も
の
は
、
設
立
直
後
の
明
治
四
十
三
年
十
月

五
日
、
大
阪
朝
日
・
大
阪
毎
日
・
大
阪
時
事
・
大
阪
新
報
・
大
阪

日
報
の
五
紙
に
掲
載
さ
れ
た
「
懐
徳
堂
記
念
会
趣
旨
」
で
あ
る
。

懐
徳
堂
記
念
会
は
こ
の
「
懐
徳
堂
記
念
会
趣
旨
」
の
発
表
に
よ
り
、

広
く
大
阪
市
民
に
向
け
て
会
の
成
立
を
宣
言
し
、
同
時
に
市
民
に

対
し
て
入
会
を
促
し
た
。 

 

「
懐
徳
堂
記
念
会
趣
旨
」
は
、
先
ず
そ
の
冒
頭
で
懐
徳
堂
の
歴

史
の
概
略
を
述
べ
、
続
け
て
今
日
大
阪
が
繁
栄
し
て
い
る
の
は
、

懐
徳
堂
が
百
四
十
年
あ
ま
り
も
の
間
「
大
阪
唯
一
の
學
校
と
し
て
、

大
阪
の
文
教
を
主
」
り
、
「
大
阪
人
を
教
育
し
て
其
の
品
性
を
養

ひ
、
其
風
俗
を
正
し
、
以
て
世
道
人
心
を
維
持
」
し
た
こ
と
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
顧
ふ
に
天
地
の
在
ら

ん
限
り
、
人
類
幸
福
の
基
礎
は
道
德
に
在
り
、
國
家
の
隆
昌
も
、

社
會
の
平
和
も
、
家
庭
の
安
樂
も
、
皆
此
に
根
柢
す
、
而
し
て
商

業
上
道
德
の
尚
ぶ
可
き
は
、
固
よ
り
言
を
待
た
ず
」
と
、
道
徳
の

重
要
性
を
強
調
し
、
そ
の
末
尾
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。 

  
 

古
來
の
教
化
の
効
、
能
く
盛
を
今
日
に
致
せ
る
大
阪
が
、
亦

能
く
繁
榮
を
將
來
に
獲
ん
と
欲
せ
ば
、
一
た
び
其
頭
を
回
し

て
源
に
溯
り
故
を
温
ね
ん
こ
と
を
要
す
、
則
ち
我
が
大
阪
人

が
今
古
に
俯
仰
し
て
、
自
ら
省
み
、
自
ら
戒
む
る
に
適
當
な

る
は
、
懷
德
堂
の
歴
史
に
若
く
な
し
、
是
れ
懐
德
堂
記
念
祭
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の
擧
あ
る
所
以
な
り
、
日
を
明
治
四
十
四
年
十
月
五
日
（
十

月
五
日
は
幕
府
の
官
許
を
得
て
講
を
開
き
た
る
記
念
日
な

り
）
に
卜
し
、
祭
壇
を
中
之
島
公
會
堂
に
設
け
て
、
三
宅
五

井
中
井
並
河
諸
先
生
の
靈
を
祭
り
、
且
つ
碩
學
を
聘
し
て
講

演
を
開
き
、
遺
書
を
刊
行
し
、
遺
墨
を
展
覽
し
、
以
て
一
は

百
四
十
餘
年
教
化
の
恩
に
報
い
、
一
は
世
道
人
心
の
振
興
に

資
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
、
此
に
其
の
趣
旨
を
明
に
し
、
伏
て

大
方
諸
君
の
賛
成
を
請
ふ
、 

  

す
な
わ
ち
、
「
懐
徳
堂
記
念
会
趣
旨
」
に
お
い
て
は
、
懐
徳
堂

記
念
祭
挙
行
の
目
的
は
「
一
は
百
四
十
餘
年
教
化
の
恩
に
報
い
、

一
は
世
道
人
心
の
振
興
に
資
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
」
る
こ
と
、
換

言
す
れ
ば
、
懐
徳
堂
の
顕
彰
と
社
会
道
徳
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と

と
が
、
そ
の
目
的
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

注
目
さ
れ
る
の
は
、
目
的
の
中
の
「
世
道
人
心
の
振
興
」
に
役

立
つ
と
す
る
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
。
「
懐
徳
堂
記
念
会
趣
旨
」

で
は
、
目
的
の
一
つ
と
し
て
「
世
道
人
心
の
振
興
」
に
役
立
つ
と

い
う
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
儒
教
と
は
直
接
結
び

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
後
に
懐
徳
堂
記
念
祭
挙
行
の

目
的
で
あ
る
こ
の
「
世
道
人
心
」
の
向
上
が
、
儒
教
の
振
興
と
強

く
結
び
つ
け
て
説
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
が
設
立
さ
れ
た
大
正
二
年
（
一
九
一

三
）
十
月
、
懐
徳
堂
記
念
会
は
余
剰
金
六
千
円
余
り
を
含
む
会
の

資
産
を
す
べ
て
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
に
引
き
継
ぎ
、
活
動
報

告
書
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
を
刊
行
し
て
そ
の
活
動
を
終

結
し
た
。
そ
の
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
に
お
い
て
も
、
懐

徳
堂
記
念
祭
の
挙
行
の
目
的
が
や
は
り
道
徳
の
向
上
を
含
む
形
で

述
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
「
第
一
章 

創
立
（
一
）
發

端
」
の
前
半
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
そ
の
道
徳
の
向
上
は
儒
教

に
よ
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

方
今
學
術
勃
興
し
、
教
化
普
及
し
て
、
文
運
の
盛
な
る
、
前

古
比
な
し
、
然
れ
ど
も
一
世
の
風
尚
、
動
も
す
れ
ば
智
育
に

偏
し
て
、
德
育
は
践
履
に
疎
な
る
者
あ
り
、
以
て
巧
詐
漸
く

長
じ
て
風
俗
漸
く
薄
き
を
致
し
、
破
倫
敗
德
の
行
は
閭
巷
に

續
出
し
、
世
道
人
心
の
汚
下
、
將
に
底
止
す
る
所
を
知
ら
ざ

ら
ん
と
す
、
識
者
の
深
慨
太
息
す
る
所
以
な
り
、 

 
 

嘗
て
窃
に
以
謂
ら
く
、
我
が
國
民
道
德
の
大
本
は
、
萬
邦
に

卓
絶
せ
る
國
體
に
在
り
て
、
古
來
其
の
大
本
を
培
養
せ
し
所

以
の
者
は
、
國
體
と
一
致
せ
る
儒
教
の
倫
理
綱
常
と
爲
す
、

是
れ 

列
聖
教
化
の
淵
源
に
し
て
、
其
の
人
心
に
入
る
こ
と

久
し
く
且
つ
深
し
、
畏
く
も 

今
上
の
國
民
に
諭
し
た
ま
ひ

し
教
育
の
勅
語
の
ご
と
き
、
國
體
に
根
據
し
て
儒
教
に
原
本

し
、
字
々
句
々
、
經
籍
に
胚
胎
す
る
は
、
蓋
し
此
が
爲
な
り
、

然
る
に
維
新
以
來
、
風
氣
の
開
發
に
急
に
し
て
、
新
學
新
説

を
尚
び
、
儒
教
は
殆
ん
ど
忘
ら
れ
た
る
が
如
く
な
り
し
餘
風
、

延
き
て
今
日
に
至
る
、
國
民
道
德
の
大
本
を
養
ふ
所
以
の
者

は
、
之
を
措
き
て
問
は
ざ
る
の
傾
向
に
陥
れ
り
、
德
育
の
効

果
を
奏
し
難
き
も
亦
宜
な
ら
ず
や
、
伏
し
て
惟
み
る
に
、
維

新
五
誓
の
一
に
、
廣
く
智
識
を
世
界
に
求
む
と
宣
ら
せ
ら
れ
、
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教
育
勅
語
の
道
德
に
關
す
る
大
旨
は
、
國
體
と
儒
教
と
に
根

原
せ
る
は
、
實
に
學
問
教
化
の
大
方
針
と
謂
ふ
べ
く
、
國
民

た
る
も
の
、
一
面
に
は
鋭
意
新
學
新
説
を
攝
取
し
て
、
智
識

を
世
界
に
求
め
、
一
面
に
は
國
民
道
德
の
大
本
を
養
ふ
に
、

其
淵
源
す
る
所
を
忘
れ
ず
、
以
て
心
形
並
に
文
明
の
域
に
躋

ら
ん
こ
と
を
要
す
、
本
會
は
此
の
見
解
を
以
て
、
儒
教
の
倫

理
綱
常
を
講
明
し
て
以
て
世
道
人
心
の
汚
下
を
挽
救
せ
ん
と

欲
す
、 

  

『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
は
、
今
日
の
社
会
は
「
學
術
勃

興
し
、
教
化
普
及
し
て
、
文
運
の
盛
な
る
、
前
古
比
な
し
」
と
い

う
喜
ば
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
は
徳
育
が
軽
視
さ
れ
た

結
果
、
「
世
道
人
心
の
汚
下
」
が
著
し
い
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

日
本
国
民
の
道
徳
の
根
本
は
「
萬
邦
に
卓
絶
せ
る
國
體
」
に
あ
り
、

国
民
の
道
徳
の
根
本
を
培
っ
て
き
た
の
は
「
國
體
と
一
致
せ
る
儒

教
の
倫
理
綱
常
」
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、
教
育
勅
語
が
「
國

體
に
根
據
し
て
儒
教
に
原
本
し
」
、
そ
の
字
句
が
儒
教
の
経
典
に

よ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
と
述
べ
る
。 

 

そ
の
上
で
、
明
治
維
新
以
来
「
風
氣
の
開
發
に
急
に
し
て
、
新

學
新
説
を
尚
び
、
儒
教
は
殆
ん
ど
忘
ら
れ
た
る
が
如
」
き
状
況
が

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
が
、
「
廣
く
智
識
を
世
界
に
求
む
と
宣
ら

せ
ら
れ
」
た
五
箇
条
の
御
誓
文
と
教
育
勅
語
と
は
、
「
學
問
教
化

の
大
方
針
」
で
あ
っ
て
両
立
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、

「
本
會
は
此
の
見
解
を
以
て
、
儒
教
の
倫
理
綱
常
を
講
明
し
て
以

て
世
道
人
心
の
汚
下
を
挽
救
せ
ん
と
欲
す
」
も
の
で
あ
る
と
述
べ

る
。
つ
ま
り
、
懐
徳
堂
記
念
会
は
、
儒
教
倫
理
の
根
本
を
明
ら
か

に
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
道
徳
の
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

「
懐
徳
堂
記
念
会
趣
旨
」
に
お
い
て
も
、
「
世
道
人
心
の
振

興
」
と
い
う
こ
と
は
懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
の
目
的
と
し
て
説
か

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
会
の
活
動
の
目
的
が
直
接
儒
教
と
結
び
付

け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
『
懐
徳
堂
記
念
会
会

務
報
告
』
に
お
い
て
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
が
儒
教
そ
の
も

の
と
結
び
付
け
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
、
先
に
見
た
「
儒
教
の
倫

理
綱
常
を
講
明
し
て
以
て
世
道
人
心
の
汚
下
を
挽
救
せ
ん
と
欲

す
」
と
の
部
分
の
他
に
も
、
「
況
ん
や
世
道
人
心
を
維
持
せ
ん
と

す
る
に
は
、
儒
教
の
廢
す
可
か
ら
ぎ
る
、
言
を
待
ざ
る
を
や
」

（
「
第
一
章 

創
立
（
一
）
發
端
」
の
後
半
）
な
ど
と
、
非
常
に

強
い
、
煽
動
的
な
表
現
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。 

 

加
え
て
、
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
で
は
、
「
教
育
勅
語

の
道
德
に
關
す
る
大
旨
は
、
國
體
と
儒
教
と
に
根
原
」
す
る
と
、

儒
教
が
教
育
勅
語
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
教
育
勅
語
は
「
懐

徳
堂
記
念
会
趣
旨
」
に
は
ま
っ
た
く
登
場
し
て
お
ら
ず
、
懐
徳
堂

記
念
会
の
活
動
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
「
懐
徳
堂

記
念
会
趣
旨
」
と
、
三
年
後
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
『
懐

徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
と
を
比
較
す
る
と
、
『
懐
徳
堂
記
念
会

会
務
報
告
』
は
儒
教
重
視
の
姿
勢
が
顕
著
で
あ
る
。 

 

懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
道
し
て
い
る
当
時
の
大
阪

朝
日
新
聞
の
記
事
を
見
て
も
、
懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
を
儒
教
や
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教
育
勅
語
と
結
び
付
け
る
姿
勢
は
窺
え
ず
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
、

「
懐
徳
堂
記
念
会
趣
旨
」
と
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
、

懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
と
儒
教
や
教
育
勅
語
と
を
直
接
に
結
び
付

け
、
そ
れ
ら
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
設
立
当
初
の
懐
徳
堂
記
念
会

に
は
も
と
も
と
さ
ほ
ど
強
く
は
備
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
理
解
す

る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
懐
徳
堂
記
念
祭
が
儒
礼
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
た

こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
「
世
道
人
心
の
振
興
」
を

目
的
と
す
る
そ
の
活
動
を
、
儒
教
そ
の
も
の
と
ま
っ
た
く
無
関
係

と
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
設
立
当
初
の
懐

徳
堂
記
念
会
は
何
ら
か
の
意
図
に
よ
り
、
儒
教
や
教
育
勅
語
重
視

の
姿
勢
を
敢
え
て
隠
し
た
と
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
の

と
こ
ろ
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
直
接
裏
付
け
る
資
料
は
確
認
で
き

な
い
。 

 

こ
の
た
め
、
現
時
点
で
は
、
明
治
四
十
三
・
四
十
四
年
頃
の
懐

徳
堂
記
念
会
に
は
、
儒
教
や
教
育
勅
語
を
重
視
し
振
興
し
よ
う
と

の
姿
勢
は
い
ま
だ
強
く
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
う
し
た
姿
勢
は
懐
徳

堂
記
念
祭
が
挙
行
さ
れ
た
後
に
な
っ
て
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
り
、
懐
徳
堂
記
念
祭
が
儒
礼
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ

と
に
儒
教
信
仰
の
意
図
が
ど
の
程
度
込
め
ら
れ
て
い
た
か
は
判
然

と
し
な
い
、
と
指
摘
す
る
に
止
め
て
お
く
。 

  
 
 

お
わ
り
に 

  

当
初
は
儒
教
の
振
興
や
教
育
勅
語
と
の
関
わ
り
を
さ
ほ
ど
主
張

し
て
い
な
か
っ
た
懐
徳
堂
記
念
会
が
、
後
に
そ
れ
を
強
く
主
張
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
財
団
法
人
と
し
て
の
認
可
申

請
が
影
響
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
大
正
二

年
八
月
二
十
日
付
で
文
部
大
臣
よ
り
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の

設
立
が
許
可
さ
れ
、
そ
し
て
同
年
九
月
一
日
に
法
人
登
記
が
終
わ

り
、
更
に
懐
徳
堂
記
念
会
か
ら
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
へ
の
引

き
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
後
の
、
同
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
懐
徳
堂

記
念
会
関
係
者
が
中
心
と
な
り
、
文
部
大
臣
に
対
し
て
行
わ
れ
た

財
団
法
人
設
立
の
申
請
に
お
い
て
は
、
こ
の
新
た
に
設
立
さ
れ
る

団
体
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
政
府
の
教
育
行
政
の
方
針
と
合
致
し
て

お
り
、
団
体
に
は
公
益
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
強
く
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
（

１2
）

。
『
懐
徳
堂
記
念

会
会
務
報
告
』
の
記
述
が
、
懐
徳
堂
記
念
会
は
設
立
当
初
か
ら
教

育
勅
語
な
ど
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、
政
府
の
教
育
行
政
方
針
に

合
致
す
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
の
印
象
を
与
え
る
も
の
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

も
っ
と
も
、
懐
徳
堂
記
念
会
が
法
人
化
し
、
財
団
法
人
懐
徳
堂

記
念
会
と
な
っ
た
際
の
経
緯
や
、
当
時
の
社
会
的
思
潮
と
の
関
係

等
に
つ
い
て
は
、
な
お
十
分
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
面
が
少
な

く
な
い
（

１3
）

。
そ
れ
ら
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。 
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注 

 
１ 
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
に
は
、
出
版
年
月
日
を
明
示
す
る
奥
付

は
な
い
が
、
そ
の
末
尾
に
「
本
會
會
務
報
告
の
遷
延
せ
し
は
、
上
來
略
述

せ
し
徑
路
を
辿
り
つ
ゝ
、
今
日
に
及
び
し
次
第
に
つ
き
、
會
員
諸
氏
に
於

て
は
其
意
を
諒
し
、
宥
恕
あ
ら
ん
こ
と
を
希
ふ
。
／
大
正
二
年
十
月
五
日 

殘
務
委
員
白
す
」
と
あ
る
。
こ
の
た
め
、
そ
の
出
版
は
大
正
二
年
（
一
九

一
三
）
十
月
五
日
付
で
あ
っ
た
と
見
な
す
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。 

２ 

拙
稿
「
大
阪
人
文
会
と
懐
徳
堂
記
念
会
―
懐
徳
堂
記
念
会
蔵
「
経
過
報

告
第
一
」
を
中
心
に
―
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
第
四
十
六
号
、
二
〇
〇

八
年
六
月
）
参
照
。 

３ 

前
掲
拙
稿
「
大
阪
人
文
会
と
懐
徳
堂
記
念
会
」
、
及
び
拙
稿
「
資
料
紹

介 

懐
徳
堂
記
念
会
蔵
「
懐
徳
堂
記
念
会
記
録
」
」
（
『
国
語
教
育
論

叢
』
第
十
七
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
参
照
。
な
お
、
「
懐
徳
堂
記
念
会

記
録
」
が
誰
の
手
に
よ
っ
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
の

か
、
何
故
未
完
で
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
懐
徳
堂

記
念
会
の
活
動
報
告
書
を
作
成
す
る
際
の
資
料
と
し
て
、
同
会
の
総
務
係

或
い
は
記
録
係
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。 

４ 

孔
子
祭
典
会
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
結
成
さ
れ
、
湯
島
聖

堂
の
大
成
殿
で
孔
子
を
祭
る
孔
子
祭
を
年
一
回
行
な
っ
た
団
体
で
あ
り
、

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
、
財
団
法
人
斯
文
会
に
併
合
さ
れ
た
。
『
孔
子

祭
典
会
会
報
第
一
号
』
（
明
治
四
十
年
十
月
三
十
日
発
行
）
に
よ
れ
ば
、

孔
子
祭
典
会
結
成
の
き
っ
か
け
は
「
明
治
三
十
九
年
東
京
高
等
師
範
学
校

職
員
中
有
志
ノ
者
孔
子
ノ
我
国
ニ
於
ケ
ル
教
化
ヲ
感
謝
ス
ル
ノ
意
ヲ
表
セ

ン
ガ
為
ニ
其
ノ
祭
典
ヲ
大
成
殿
ニ
於
テ
挙
行
セ
ン
コ
ト
ヲ
企
テ
」
た
こ
と

で
あ
る
。 

５ 

次
章
に
述
べ
る
よ
う
に
、
『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
に
は
「
祭
典

は
儒
禮
を
用
ふ
、
其
細
節
は
釋
奠
及
び
先
儒
の
所
定
に
稽
へ
て
大
體
を
酌

定
し
、
猶
拘
古
奇
異
の
觀
を
避
け
ん
が
爲
め
、
舗
設
服
飾
等
近
世
若
く
は

今
代
の
禮
俗
に
從
へ
る
も
の
尠
か
ら
ず
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
懐
徳
堂
記
念
祭
の
儀
礼
は
、
孔
子
や
そ
の
弟

子
を
祭
る
釈
奠
の
儀
礼
な
ど
を
参
考
に
し
て
い
た
。
大
阪
人
文
会
が
懐
徳

堂
記
念
祭
を
儒
礼
に
よ
っ
て
執
行
す
る
と
議
決
し
た
時
点
に
お
い
て
、
既

に
釈
奠
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
念
頭
に
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
三

年
前
に
孔
子
祭
典
会
が
行
っ
た
釈
奠
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
明
治
四
十
三
年
一
月
末
の
時
点
に
お
い
て
、
代
々
懐
徳
堂
の

学
主
を
務
め
た
中
井
家
の
子
孫
で
あ
る
中
井
木
菟
麻
呂
に
は
、
孔
子
祭
典

会
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
明
治
四
十
三
年

一
月
三
十
一
日
付
の
木
菟
麻
呂
の
日
記
『
秋
霧
記
』
に
、
木
菟
麻
呂
が

「
孔
子
祭
典
会
ノ
如
キ
組
織
」
を
設
け
て
、
「
懷
德
堂
創
立
記
念
日
ニ
先

哲
ノ
年
祭
ヲ
挙
行
ス
ル
コ
ト
」
を
企
画
し
て
い
た
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
『
秋
霧
記
』
の
記
述
を
見
る
限
り
、
木
菟
麻
呂
は
一
月
三
十

一
日
の
時
点
で
、
二
日
前
の
大
阪
人
文
会
第
二
次
例
会
で
懐
徳
堂
記
念
祭

の
挙
行
が
決
議
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
な
い
。
拙
著
『
市
民
大
学
の
誕
生
―

大
坂
学
問
所
懐
徳
堂
の
再
興
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
参

照
。 

６ 

懐
徳
堂
記
念
会
は
、
明
治
四
十
四
年
三
月
に
も
、
中
之
島
公
会
堂
を
会

場
と
し
て
会
員
勧
誘
の
た
め
の
講
演
会
を
実
施
し
て
い
る
。
前
掲
拙
著

『
市
民
大
学
の
誕
生
』
参
照
。 



－51－ 

７ 

木
積
一
路
は
、
並
河
寒
泉
・
中
井
桐
園
時
代
の
懐
徳
堂
の
門
人
で
、
助

教
も
務
め
た
藤
戸
寛
斎
の
改
名
後
の
名
で
あ
る
。
西
村
天
囚
『
懐
徳
堂

考
』
下
巻
、
「
廃
校
後
の
中
井
氏
（
附
懐
徳
堂
旧
門
人
）
」
参
照
。 

８ 
神
位
に
懐
徳
堂
師
儒
諸
先
生
と
し
て
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
三
宅
石

庵
・
三
輪
執
斎
・
伊
藤
東
涯
・
中
井
甃
庵
・
並
河
誠
所
・
井
上
赤
水
・
五

井
蘭
洲
・
三
宅
春
楼
・
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
・
中
井
蕉
園
・
中
井
碩

果
・
中
井
桐
園
・
並
河
寒
泉
・
中
井
柚
園
・
懐
徳
堂
五
同
志
で
あ
る
。 

９ 

山
階
宮
の
使
者
は
、
幕
末
に
祖
父
の
山
階
宮
晃
親
王
が
懐
徳
堂
を
訪
問

し
た
縁
に
よ
り
、
こ
の
時
特
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
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孔
子
祭
典
会
に
よ
る
釈
奠
の
再
興
の
際
に
も
、
そ
の
儀
礼
を
ど
の
よ
う

な
も
の
に
す
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
掲
『
孔
子
祭

典
会
会
報
第
一
号
』
に
、
「
祭
典
ノ
方
法
ニ
ツ
キ
テ
ハ
初
メ
或
ハ
釋
奠
ノ

再
興
ヲ
唱
道
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
或
ハ
質
素
簡
易
ノ
方
法
ヲ
主
張
ス
ル
モ
ノ
ア

リ
シ
ガ
、
発
起
人
会
ニ
於
テ
祭
典
ハ
本
邦
神
祭
ノ
儀
式
ニ
ヨ
リ
テ
挙
行
シ
、

祭
器
ハ
祭
官
ト
相
談
ノ
上
可
成
簠
簋
籩
豆
等
ヲ
使
用
ス
ベ
キ
コ
ト
ニ
決
定

シ
タ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
な
お
、
孔
子
祭
典
会
が
「
祭
典
ハ

本
邦
神
祭
ノ
儀
式
ニ
ヨ
リ
テ
挙
行
」
す
る
こ
と
と
し
た
の
は
、
「
抑
徳
川

時
代
ニ
於
ケ
ル
釋
奠
ハ
殆
我
国
神
祭
式
ニ
一
致
セ
ル
ガ
故
ニ
今
回
挙
行
ノ

神
祭
式
ハ
之
ヲ
釋
奠
ニ
比
シ
テ
唯
祭
酒
飲
福
ノ
儀
ヲ
缼
ク
ノ
ミ
ナ
リ
」

（
同
）
と
の
認
識
に
基
づ
い
た
た
め
で
あ
る
。
孔
子
祭
典
会
の
釈
奠
は
、

基
本
的
に
江
戸
時
代
の
釈
奠
の
復
活
を
目
指
し
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
。 
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こ
の
こ
と
は
、
後
に
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は
重
建
懐
徳
堂
に
お
い

て
、
同
じ
よ
う
に
神
位
に
対
し
て
祭
文
の
朗
読
と
拝
礼
を
行
う
「
恒
祭
」

を
実
施
し
た
こ
と
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
財
団
法
人
懐
徳
堂
記

念
会
が
行
っ
た
恒
祭
と
は
、
毎
年
一
回
、
「
旧
懐
徳
堂
師
儒
諸
先
生
」
と

「
懐
徳
堂
記
念
会
物
故
諸
先
生
並
功
労
者
」
と
を
祭
神
と
す
る
祭
典
で
あ

る
。 

12 

財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
五
日
、

「
懐
徳
堂
教
育
ノ
感
化
ヲ
追
念
シ
道
徳
学
術
ノ
発
達
ヲ
図
ラ
ム
ト
ス
ル
計

画
」
を
有
し
て
い
る
と
し
て
、
下
賜
金
二
百
円
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
活
動
が
当
時
の
教
育
行
政
の
方
針
に

合
致
す
る
と
の
評
価
を
受
け
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
但

し
、
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
寄
付
行
為
に
は
、
「
国
民
道
徳
ノ
進
歩

ニ
力
メ
学
術
ノ
発
達
ヲ
図
リ
本
邦
文
化
ノ
向
上
ニ
資
ス
ル
」
こ
と
が
会
の

目
的
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
儒
教
の
振
興
は
盛
り
込
ま
れ
て
い
な

い
。 

13 

『
懐
徳
堂
記
念
会
会
務
報
告
』
に
お
け
る
儒
教
重
視
や
教
育
勅
語
重
視

の
表
現
に
つ
い
て
は
、
懐
徳
堂
記
念
会
・
財
団
法
人
懐
徳
堂
記
念
会
の
中

心
人
物
の
一
人
で
あ
り
、
晩
年
宮
内
省
御
用
掛
と
な
っ
た
西
村
天
囚
の
意

向
が
強
く
影
響
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
な

お
検
討
を
要
す
る
。 

 

追
記
：
本
稿
は
、
二
〇
一
〇
年
五
月
七
日
・
八
日
に
台
湾
大
学
で
開
催
さ
れ

た
、
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
第
二
回
大
会
に
お
け
る
発
表
「
懐
徳
堂
記
念

祭
に
お
け
る
儒
礼
」
の
発
表
原
稿
を
基
に
、
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。 

（
島
根
大
学
教
育
学
部
教
授
） 

  




